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「２０２２年３月ダイヤ改正要員」に関する申し入れ 

 

 

 ２月１６日の業務委員会でダイヤ改正要員が出された。関西支社で運転士△１０名、

車掌△３３名である。車掌の二人乗務により車内での業務の負担が多く更に要員減と

なるとお客様や乗務員の安全が保たれない。また、検修業務量についても不明確な 

ことがある。よって以下の通りの申し入れをするので、早急に団体交渉を開催するこ

と。 

 

記 

 

乗務員関係 

 

１．２０２２年３月ダイヤ改正による要員等の業務委員会で運転士△１０名、車掌△３

３名と説明があったが要員削減の理由と根拠を明らかにすること。 

 

２．次回からは、ダイヤ改正前に行路・交番と要員提示を同時に行うこと。 

 

３．のぞみ号の２時間２４分運転を３０本に増加している。更なる効率化・労働強化と

なる。乗務員の安全と健康に対する補償措置として労働時間の短縮（６時間４５分

/日）を行うこと。 

 

 

検修業務量について 

 

１.仕業検査（指定本数）２３本とあるが、昨年の実質本数と比較して相当少ない。 

なぜ、これほど違いがあるのか明らかにすること。 

 

２.仕業検査（指定本数）２３本とあるが、この本数の必要出面要員を明らかにするこ

と。 

 

３.仕業検査（指定本数）２３本以上の場合の必要出面要員を明らかにすること。 



 

 

４.申告処理及び折り返し本数等が昼、昨年２２本から本年２０本になった理由を明ら

かにすること。 

 

５.申告処理及び折り返し本数等が昼２０本、夜１１本とあるが昨年の実質本数と比較

して相当少ない。なぜ、これほど違いがあるのか明らかにすること。 

 

６.申告処理及び折り返し本数等が昼２０本、夜１１本とあるが、この本数の必要出面

要員を明らかにすること。 

 

７.申告処理及び折り返し本数によって、その日の出面要員が違うが、その本数を明ら

かにすること。 

 

８.昼の班長が１名体制となった理由を明らかにすること。 

                                    以上 

 


